
11. 赤城山麓・榛名山麓

(1) 地形・地質
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赤城，榛名の両火山は，群馬県の中央部にそびえるほぼ同規模の複式成層火山である。最
高点

の標高は，赤城火山が黒檎山の 1，8931ll，榛名火山が掃部岳の 1，4481llで，いずれも外輪
山の一

部を構成している。外輪山から放射状に多数の谷が発達するが，浸食の程度は低く，火山
の形態

はよく保たれている。外輪山の裾野 600~ 700 1ll以下の部分には緩やかな台地が広がり，その多

くは畑地として利用されている。これらの畑地帯では水利に恵まれないため，農業用水の
確保の

ため多数の試掘調査が実施された。

赤城，棲名の両火山は， ともにカノレデラを伴う安山岩質の火山で， カノレデラ内には，いず
れも

火口湖と中央火口丘が存在するが，その規模は小さい。

火山体を構成する地層は，古い順に，外輪山噴出物，カノレデラ形成時に噴出した火砕流堆積
物，

中央火口丘および寄生火山l噴出物であり，成層火山体を形成する外輪山噴出物が容積的に
大部分

を占める(図2-3-85)。

外iIt命山噴出物の岩相は，両火山と もにカノレデラ に近い部分で溶岩，山麓者~で火砕岩が卓越する

互層となっている。カノレデラに近い溶岩を主とする地域は地形も急峻である。榛名火山の
外輪山

の居鞍岳における観察では，板状節理を伴うち密な厚い安山岩体が広く分布し，難透水層
を形成

している。広大な山麓音[1を構成する火砕岩類は凝灰角喋岩，火山砂喋，泥流堆積物，火砕流
堆積
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図2-3-85 赤城 ・僚名火 山水文地質図
(地質は新井(1)を一部修正〕
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物などの互層で，溶岩を挟んでいる。溶岩は，旧地形面付近に，空隙に富む自破砕帯がみられ，

開口した冷却節理が発達するなど帯水層の条件を備えている。

中央火口や寄生火山の噴出物は分布が限られ，地下水との関連性に乏しい。

これらの火山噴出物より古期の地層は，榛名火山の西縁部と赤城火山の東縁部に分布し，いず

れも不透水性基盤と なっている。赤城火山の基盤は古生層であり，試掘井のうち， No.19では

深度 134m付近でチャ ー トに当っている。榛名火山では，西南部で新第三紀層の堆積岩類が，

西部および西北部で中新世に活動した霧積火山群に属する固結した凝灰角喋岩が不透水性基盤と

なっている。

赤城，榛名火山噴出物より新しい地層として，両火山の噴出による河川のせき止め湖に堆積し

た中之条粘土層，沼田粘土層などの粘土層，河岸段丘を構成する段丘砂磯層，河床土佐積物などが

ある。
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図2-3-86 榛名火山水文地質断面図

(2) 地下水

両火山ともに外輪山噴出物中に帯水層があり，量的にかなり幅があるが，深層の地下水開発に

成功した事例は多い。

榛名火山における 10眼の試掘結果(図2-3-86)では，東麓音fiと西麓部で地下水の賦存形態が

やや異なる。東麓部における 5眼の試掘井では，火山砂や火山砂礁など比較的粗粒でノレーズな火

砕岩が主体を占め，溶岩流は全く認められない。基盤岩までの深度も深く， いずれの井戸も到達

していない。帯水層は火山砂喋や泥流堆積物で、あって，揚水量も 一般に多く， 1，300 m
3
fd程度

のものが含まれる。揚水に伴う水位降下量も数m前後であって，比湧出量は 44-118m
3
fdfm 

の範囲にある。
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図2-3-87 電気探査により推定した地層境界(榛名西宣告〉
(関東農政局(2)をF羽田各化〉
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西麓部では，最も南に位置する倉淵村閲津の試掘井 (No.6)が，火山砂礁を帯水層とし，揚水

量も 662m
3
/dと多量である。 これより北部に移行すると，基盤岩が浅くなるうえ地層 も溶岩と

凝灰角疎岩の互層になり，火山砂喋が姿を消す。

吾妻町鳥!帽子の試掘井 (No.1)は，凝灰角1策岩からの地下水採取の可能性を調査したものであ

るが， 日量わずか 4m
3という極小量の揚水にとどまった。吾妻町長藤の試掘井 (No.2)は，この

近辺の谷底で認められた溶岩流をねらって台地上から掘削したものであるが，深度 78m で遭遇

した層厚 9.5mの溶岩流から 168m
3
/dの裂か水の揚水に成功し，この近辺で溶岩が帯水層とな

っていることがわかった。しかし，溶岩流を掘り当てたが，それが地下水面より上位にあり，凝

灰角磯岩中にスクリ ーンを設けた吾妻町萩生の試掘井 (No.のでは， 日量 80m
3
/d/m の揚水にと

どまり， 比湧出量も 7.7m
3/d/m ときわめて小さかった。 j享い溶岩流を貫いた下仁田牧場の井戸

(No.3)や倉淵村相満の試掘弁 (No.りでは，揚水量も近辺の他井より多い。この付近では，基盤

岩までの~~度が比較的浅く ， さく井位置の選定には注意を要する。霧積火山群の電気比抵抗値は

100-150 Q-m であって，榛名火山噴出物のそれよりかなり小さいため，電気探査によってその

深度が推定できると思われる(図2-3-87)。

一般に，火山では標高が高くなるほど地下水面は深くなるが，図 2-3-86に示した断面図によ

れば，地下水位と井戸の標高は必ずしも比例せず，地盤標高が 352m と最も低いと ころにある渋

川西部の試掘弁 (No.7)が 93m であるかと思えば，標高 758m の吾妻町相満の試掘弁 (No.5)

のように 2.7mときわめて浅いなど地域差が激しい。このことは，帯水層が連続性に之しく，

地層の累重状態や層相の変化が激しいこと を示している。

赤域火山でも，農業用水の確保のため 8限の試掘が行われたが，山体の南麓でいずれも多量の

揚水に成功している。帯水層は，富士見村の市之木揚試掘井 (No.15)が溶岩と火山砂l磯で，他

の4限はいずれも火山砂喋ないしは泥流土佐積物である。

山体の北西麓における 3服の試掘井は，いずれも揚水量が少なく，昭和村森下 (No.12)では，

わずか 24m3/dであ った。比湧出量も小さく ，赤城村栄 (No.1の では 2.2m
3
/d/m に過ぎない。

地下水位も北西箆で低く ，いずれも 50mを越えている。少数であるが，これらのデ ータからみ

て，この地域の地下水開発はかなり困難であると推定される(図 2-3-88)。
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図 2-3-88 赤城火 山水文地質断面図
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12. 浅間山麓

(1) 地形・地質
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浅間火山は，群馬，長野県境に位置する活火山で，南麓に当る長野県側に避暑地として有名な

軽井沢がある。その広大な裾野は両県にまたがり，冷涼な夏季の気候を生かした高冷地野菜の産

地として知られ，畑地帯が広がっている。

内陸部に位置するため，降水量は 1，000mm前後に過ぎず，畑地の土壌も火山砂起源の保水力

に乏しい ものが多い。いくつかの湧水が存在しているが3 それは古来から水田に利用されてきた。

近年，畑作用の水源として深層地下水が着目され，一方， il星井沢や小諸市を中心として水道用水

の需要の増大も加わり， とりわけ長野県側で浅間火山噴出物中の地下水開発が積筏的に進められ

るようになった。

浅間火山は，上信火山群を代表する複式成層火山で， 最高点は中央火口丘の前掛山 (2，493m)

であ る。浅間火山の本体を椛成する主な地層は，古期のものから順に，黒斑山噴出物，軽石流堆

積物.前j苦手山l噴出物などである(図 2-3-89)。

黒斑μ[1噴出物は， カノレデラ形成前の古期成層火山体を構成する地層で，剣ケ峯，牙山，黒斑山

など 2，200~2 ， 400 m 級の峰々を連ねた外輪山を形成している。構成岩石は安山岩質の溶岩およ

び未固結の凝灰角陳岩，火山砂磯などの火砕岩で，後者が主体を占める。溶岩は標高の高いと こ


